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T. 特にを意して 1/1 ただきた L にと（ををのために必ずも巧りください) 


この取巧説明書および製品への表示では、製品をま全に正し <お使いいただま、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害をホ然に防止するために、いろいろな絵表おをしています。その表示と意味は次のよラになっています。内を 
をよ<理解してか6本文をお読み<ださい。 

A 尴化 この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が死亡、重傷を負ラ巧能性、または义がの 
SI = I 可能性が想定される内容を示しています。 

A C す" A この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が傷害を負ろ可能性や物的損害の発生が想 
定される内容を巧しています。 


絵表示の例 


A 



處 


么記号は注意を促す内容があることを告げるちのです。 

園の中に具体的なを意内容(を回の場合は一般的なミ主意)が描かれています。 

&記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(を図の場合はガソリン禁止)が描かれていまず。 

〇記号は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

四の中に具体的な指示巧容（左図の場合は電源プラグをコンセントか6巧いて<ださい） 
び描かれています。 



(WARNING) 


参ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、 
絶巧に使巧しないで < ださい。 
火災の原因にな0ます。 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー生やカセツトこんろ 
用ボンベなどをミ互風のあたる .ii 
ところに放置しないで < ださみ I 
い。熱で生の圧力が上が0、れ 
爆発してを険です。 






>給排気简（管、ホース）がれ危験 

給排気筒借、ホース）が外れの2^ X-V 
たまま使巧しないで<ださい 。 pgi rv 1 
がれていると運転种こ排ガスが ^ V N / 
室れて、危険です。 - UTm 、ーク 


参給排気筒トツプには金網などは付けない 

織 ! 瞭筒トツプには、虫よけの gMtt 一 —^ 

ための金網などは付けないでく oif 
ださい。織僚の劇 :)■• になり、勇 M I V 1 

常纖を起こし排ガスが室(^に W V V 

漏れる可能性びあり嫌です。 < 5 ™ 


•定期点検の実施 崖^ 

定期的 （2 年に111程厳に点 
検 • 麵を到すてください。点 mW 

検を受けずに酬間使话し続け CW . 

ると、故盾や事故の原因になりバ了筒 
危険です。論.婦はお買い n ； -ei 
ホめの!^/^資格きのいる店が 一^が M ‘ ） 
に依頼して < ださい。 し ^ W 


•巧類の乾燥厳禁 =t 

35^などの乾燥には使巧しなし、 

でください。35^1か落下して义 
ガりま、火!が功京因にな0ます。 


•温風吹出□をふさびない 

あ類、紙などで温風吹出□やグ^ 
空気取入□をふさがないで< [| I 

巧類、紙などでふさぐと、义 
災の原因にな0ます。 


♦給排気筒トツプ閱そ<危険 

積雪が多いとまには、給排気 
筒トツプの周0び雪でふさが 
れていないことを確認して< がホぶ是 

ださい。ふさがれているとま 
は、除雪して<ださい。 

また、板などによる「雪囲い J "p 

は給排気の巧げになるのでお a ! 
やめ<ださい。閉そ<してい 
ると運転中に排ガスが室内に 
ちれて、危検です。 



0 


0 


•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危 — 

解す。撤すけ：は。クー 
郭礫者にご化頼ください 。 fX I 
(ストーブを移設させる V V 
場合も同じです。） 



意に AimON) 


•力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのぞ近ヴけないで<ださい。 

义災び発生するおそれがあ0ます。可燃物との離隔距離については 
標準据无付け回例 （25 ぺージ）を参照してください。 


©ド 
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1 .特にを意していただまたいこと（安全のために化ずお巧0< ださい) 



意に AimON) 


ゴム製送油管 


•iSIk し sf ぉこな。 てくだ か、 ^。 


•巧漏れ確認 （ jn | 心 

油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器などからの巧油漏れがないこ とづ， 

を確認の上ご使用ください。巧油が漏れていると义災のおそれがあります。 


♦異常時使巧禁止 で 

万一異常を感じたときは、使用しないで < ださい。 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 


♦温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらないで<ださい。 

低溫やけどや脱か症がになるおそれがあ0ます。 


•高温音 R 转巧*吗止 

燃焼中や消义直後は、高温部、給排気筒、給排気筒トップ、砕上部に手などふれないで< 
ださい。やけどのおそれがお0ます。 


参やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 I 

振重)や接触によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあ0ます。 I 


•か解修理の禁止 

故暗、破損した5、使用しないでください。 
不竞全な修理は、危険です。 


♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのった0、腰をかけた0しないで<ださい。機器の故障や、やけどのおそれがあ0ま 
す。機器の上に花びんやかを入れたちのなどを置かないで<ださい。水がかかると漏電や故障の 
おそれびあ0ます。 


•改造使用の禁止 

改造して使巧しないで<ださい。また、ス I -ーブゃ給排気筒には巧暖房用の熱交換器など 
を巧0付けないで<ださい。火災や排ガスが室巧にちれる原因とな〇危挨です。 



•電源コードを傷めない . 

電源コードに無理な力を施えたり、物をのせたりしないでください。 卜 'レ _つ 

また、電源プラグを抜<とまは、コードを持って引き抜かないでください。’ス^ 

火ぶや感電の原因にな0ます。 


•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根本まで確実に差しこんで<ださい。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使巧しないで<ださい。火災の原因 < 

になります。めれた手での巧ま差しはしないでください。感電の原因にな D ます。 ^ 


参長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとき又は保管するとまは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さり。义がや予想しない事故の原因になります。 


•電源プラグのお手入れをずる 

ときどまは電源プラグをなま、ほこ0及び金属物を除去して<ださい。 
ほこ0がたまると湿気などで絶縁不良になり义がの原因にな0ます。 


、り 

像 》I 
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•特にを意していただまたいこと(安全のために必ずお守 0 < ださい) 



意に AimON ) 


の油の保管 

灯油は、义気、雨水、ごみ、高温および直射日光を避けた場所に保管して<ださい。ガソリンなど 
といつしよに保管しないで<ださい。誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれがあ0ます。 


>変質な油禁止 

変質灯油、不純の■油（汚れた灯油、氷の混じつている灯油など）を使用しないで<ださい。 
異常燃焼のおそれがあります。 


嚇排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トツプの近<に、な姐やす燃物など引火のおそれのある右の 
を置かないで<ださい。义災のおそれがあ0ます。 



0 


0 


♦指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないで<ださい。 
ケガや火災の原因にな0ます。 


•初めてお使いになるときのミ主意 

ネリめてお使いになるとまは、耐熱塗料などが焼き付<まで煙と臭いが出ます。しばら<の間窓をあ 
けて部屋の換気をおこなつて<ださい。また、ル鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますの 
で、この間は部屋に入れないで<ださい。 


0 


〇 


' お願い ( NOTICE ) 、 

♦機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄姐分するとまは、定油面器の'灯油を 

巧きとって<ださい。け7ページ） 

灯油を入ったまま廃棄するとリサイクルの隱に思わ 

め事故になるおそれがあ0ます。 

V 

♦な油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 
店にご相談 < ださい。 

J 



トーブを安全に使用するためには、場所の還定が大切です。 


安全に使用するために 



0 


0 


■ 


参マントルピースなどには据え付け 
ないで<ださい。 


►標高が100 Om を超える高地では使用しないで < ださい。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 


■ 


効果的に使用するために 


■ 


な 心気 窠 *1* 

— -1 I 。 


♦冷気の入って<る方向、例えば窓側などに置<と、冷気がストーブで暖め5れて巧流 
しますので、効果的です。 

1^:お乂 ◎を; m 礙通るをごるは裝胃が寒装填巖赛隸め蒙 M げ看覆薩^巧打で万) 

•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむがけましよろ。 


垂携 S 春 S 誌離 S 礫!!耐终論绅熬嘛統識哼 













































表示部の名妳と働ま 


■運乾停止中は節電のため、表ホはすべて消なします。 

参現な時刻を確認したい谢ホ、操作部の巧しポタンスイッチのいずれかを押してください。1分間、現在時刻を表示します。 
♦タイマー運転中は節覃のため、表おがすベて暗 < なります。 

※運転停止中を現在時刻を表ホさせることができます。 ( 運転停止中を時計を表示させたいとき) (1 2ページ)の項を参 
照して < ださい。 

■ r 音声お知6せ J の巧容 

•通常の運転操作 （ r 点义 j ’ r 消义 j ’ r タイマーセット J ) をおこなろとま、文ぎと同時に音声 （ r 点义します j ’ r 消义し 
ます J • r タイマーセットしました J ) で操作げ態をお知5せします。 















■オープンポケットの闢閣 

♦オープンポケットを軽<巧しこむと、ゆつ<0出てまます。操作後輕<巧しちどすと□ックして止ま0ます。 

操作するとまかは、閱じてご使巧^をさ^〇 

■操が音について 

参操化ボタンを押すとピッと音がします。 

♦誤操作をするとピッ音が2回します。 

■表巧部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを r 通常 J に合わせて「時ポタン J を巧しながら I * 分ポタン J を巧すことによ0、表示部の明るさ 
を2段階に調節することが出巧ます。 

(このときピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 

■ I ■音声お知らせ J の消音方法 

参時計調節スイッチを r 通常 J に合わせて r 時ボタン J を押しなが6「セーブ運商ボタン J を押すことによ0、「音声 
おがらせ J を消音することが出来ます。 

(このとまピッ音が2回しますび、誤操作ではあ0ません。） 


時ボタン 


時効の「時 J を合わせるとまに使います。 


分ボタン 


時翔の r 巧 J を合わせるとまに使います。 
時計調節スイツチの位置により、1回の 
巧しの道み方が異な0ます。 
r 時計合せ J •••1分ずつをわ0ます。 
r タイマー合せ」 ’"5 分ずつをわ0ます。 


時計調節スイッチ 


f 時計合せ J …現を時刻を合わせるとまに 
f 時計合は J な置にします。 
r タイマー合せ J …タイマーセツト時刻を合 
わせるとさ r タイマー合せ J 位置にします。 

r 通常 J …現在時刻やタイマーセツト時刻を 
合わせた5、通常使巧中は、「通萬 J にかず 
をどして < ださし、 


义力調節つまみ 


义力調節つまみを r がか J か 
百 r 大 J ①間で動かし义力を 
U ニアに手動調節します。 
义力調節つまみを I ■自動 J に 
合ねせるとルームヴーモにぶ 
る自動運転（室温設定ボタン 
で室温を設定）がでまます。 


义爛節ジマミを旧動 JI こ 
合わせると、インバ-夕- 
賺となり、離と設關 
度の差に应じて、自動脚こ 
义力備化しまず。 



「遲動 J …ストーブ運輯と連動して、微風運窗を開始します。 
r 単独 J …ストーブ運輯に関係なく微風運おを開始します。 
r 切 J •••微風運起を停止します。 


自動手動火力調節 

微かルや 大 

•imihllllH •■■■■ル 


估 • 卜ん1| J 



1回押すとセーブ運起。 
室ミ晶が設忠這度よ 0- 
定温度上昇すると消义 
し、一定温度低下する 
と自動のに点义動かに 
乂〇ます。 

再度巧すと、セープ運 
起は爵除されます。 


辜嶺設蕉ボタン 


义力調節つまみを旧勘 J にす 
ると ルームサー モにぶる室温設 
定に9〜15た、10た （ F 点設 
定 ）） がでさます。 
r 高め J …設定温度を1でずつ 
上昇 

r あめ J …設定温度を1でずつ 
低下 


.タイマーセツ''トボタジ 


タイ7—運质 

運転スイッチを r 入 J にし、タイマーセットポタンを巧すことによ 
0、タイマー表示が点'な、時刻表ちにタイマーセット時刻が継続し 
て表おされ、タイマー運乾が開おされます。 

(タイマー表ちが点巧しなければタイマー運転は開始されません。） 
セット時刻になると、タイマー表ホが消！打し現在時刻が表おされて 
自動的に運拉が開始されます。 

タイマー運転の稱餘 

タイマー運転中にを弓一度、タイマーセットポタンを押すとタイマ 
-運転が殺除されます。 






















































燃料はがず•灯油 （ J 旧1号な油）を使巧して<ださい。 

•[ APS ] ガソリンなど揮発性の高い油は、火災の原因にな0ますので絶対に使用し 
ないで < ださい。 

•[2^ 注意;]変質な油、ミちれたな油、水の混じつているな油などは、絶巧に使なしない 
で < ださい。 

• lA ま S 1 巧油は、必ず気‘雨が’ごみ‘高温及び、直射曰光を避けた場所に保管 
して < ださい。 


■ 給 油 > 


■給油の際の手順とま意 

♦送油八ルブを閉じて給細□ふたをはずし市販の給油器具での•油を給油して < ださい。 

油量計の針が r 満 J をさした5給ミちをやめて<ださい。 

♦給油□ふたを必ずちとどお0に締めて<ださい。 

♦給油の際に、が、ごみなどを入れないよラ特にを意して<ださい。 


■給油□ぶたは、確実に締めて<ださい。 

■こぼれたな油はよ<ふまとつて<ださい。 

■燃料がれのミ主意と空気巧まの方法 

油タンクを空にしないよ弓にま意して<ださい。 

油タンクをいつたん空にしますと、を油経路巧に空気がたま0、正常に送油がでまな<なることがあ0ます。このよラ 
な場合にはなの順をで空気巧まをして<ださい。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□か5、ゴム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管か6油が連続して流れ出ることを確かめてからゴム製送油管をちとど 
お〇にストーブに取0付けます。（油がこぼれないよラに容器を用意してください。) 





H _運短開始前の準備と確認 > 


■安全装置のセット、取扱上の注意 




ネ刀めて使用すると言やシーズン初めには、ス I -ーブ正面ちでの定油面器リセット 
レバー（黒色）を左ち向に止まるまで押して < ださい。 


禱糊めに攘作賴錐質馨 m 獻! 
U を裝を垒«た9異常があつたとまなかは、特に操作する化要はあ0.ません 。 i 


^^ fci ***!*! 瞧寨誦痛纖靈雞漂監鑽黛 

議^ iil 麵 i ® 響隱! 

戀麵 Mwi i 繼 i 議 臺 鑽 11 議 ミ舞鑛ち縱賓劈ぞ茹菌義萬寶;磯荀爲類::::'' 







■送油経路の油をれの確認 

参油タンクや送油管の接合部などか5油ちれがないかどろか確認して<ださい< 


■電気配線の確認 

♦ IA ミ主意 I 電源プラグをコンセントに巧の根元まで確実に差しこんで<ださい< 
参電源コードが給排気窟などの高温部にふれるおそれのないことを確認して<ださい。 


帶阀ホ/強ホでお綜雜◎延長コザ K ゆ巧用のち毎お賓鎌夕司をお獄を麟がで令ださがぉぶち 

ぐ’，マ" 、.一 ，，、、、.…..一 、、'.: ___ 一 ..一 一 _一-— - - - 


5.使用方法(使い方) 


運乾開始（点 W 


参オープシポヶット巧の义力調節つまみで r 白動運転 J と I ■手動運転 J が設定でまます。 

ごを望の運転方法でご使用 < ださい。 

〔点义順序) 

■乂力調節 r き動運攝 J の場合 

,,,， ， ,1 参义力調節つまみを r 自動 J に合わせて<ださい。設定室温と部屋のが測こ応じ 

Pt 声た义力で燃焼します。 

心 II •"…，•■■"ル""". (火力調節 r 手動運転 J (微か〜大）の場合は、火力調節つまみの設定火力で燃 

焼します。） 

^\\ \ 参時計合せは10ぺージ r 現在時刻の調節ち法 J を参照しておこなつて<ださい。 


運扇 ( 
I 入 •切 1 



1 . 時刻表示び現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. 運転スイッチを巧して r 入 J にして<ださい。 

「点义します J の音声と同時に、点义表示 f 点义します J が点なし、白動的 
に次のよラに運お（予備燃焼•本燃焼）します。 

(火力調節 r 手動運転 J (微少、〜大）の場合は設定室温の表示はあ0ません。） 


VO に E’KIRARA 
点义します 


音青 r 点义します J 
点义表示点な 
設定室温表お点巧 
燃焼用を風樣まわる 




ル油至流出 
巧流用送風機まわる 




















义力 調節 （手動調節-手動運乾) 


室温設定による自動運転の他に、义力調節つまみによる手動火力調節が巧能です。 
次のよラにして < ださい。 


自動手動乂力調節 
微かル中 大 

- -- r ---- 

QD 


♦オープンポケット內の义力調節つまみを r 微少 J から！■大 J の間の 
ご活望の位置に合わせて<ださい。 

表示部の設定室温表示が消え、予備燃焼が終了すると約 2.5 分間义 
力は中义力にな0、その後は火力調節つまみの設定乂力で燃焼しま 
す。 


■炎のが態 

ス I — ブの据え付けや給排気筒の設置条件で、がはを少変化します。 

; ■ .V . -、:で巧;苟を:、.一'^.'^.一* * T ^ r’T -产.一 ご..* .一一;' »..グ ブ:了;で..-^. . V ; で;^..:.ザ で-,ブ .-A で^~ ごで’一. ご.. 尸 今.作. -^ .产 - . …〜 ，で.、か、.…. ~ • 

j ♦がのが態は、青いがの书にいく5がの黄をいが（赤义）がまじってち異常ではあ0ません。パ：山' 

じ韻が片燃えなどをずる場合は、义力調節诚みをスライドさせを鴻辨雜燃0がうも權レ縣鶴辟 













〔消义順おつ 


運範 j 
I ■入•切1 



運乾スイッチを巧して r 切 J にして<ださい。 

r 消义します J の音声と同時に、燃焼表示び消灯し、消火表示 r 消火します J 
が点なします。 _ 

燃焼室が冷却すると燃焼巧送風機、巧流用送風機が停止し、すべての表示が 
消なします。 


•運乾停止中は、節電のため、すべての表示が消灯します。 


• lAaSl 2曰が上まをあけるなど長時間使用しない場合は、運乾が完全に停让してから電源プラグをコン 
セントから巧いてください。 

•が出のと法は V 必ず運転を停止杉肖乂)来^ください。 狂ま、;:: r : も’;二 

♦運転停止後、燃焼用送風機が侵止するまでは電源スタグを巧かないで<ださい。ちし巧ぎまずと、ガラス巧简巧 

'心书口た 0 、, ストーブの表面温織よ昇します。.'.づ'到：； '一^., が，... 心，、 だ ''.'; s ^;す.''.、八‘が 


消义後、再点火するとまのを意 


】 


参燃焼中に誤って電源プラグを巧いた0、運転スイッチを r 切 J にすると、泻点火安全装置の働まで、ストーブが冷却 
されるまでの約2分間は再点义でまません。 

ただし瞬間的な消火操作（約1砂な巧）の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 

♦停電時には、必ず運転スイッチを r 切 J にして<ださい。 


現在時刻の調節方法 


時計-タイマー 

合せ® 


. 才ープンポケット巧の時計調節スイッチを r 時計合せ J にします。 
はじめて使巧するとまや、電源プラグを長時間抜いたとまは、時刻表示は 
0 : 00を表示します。 


2. 時計調節の r 時 J ♦ r 分 J ポタンを押して現在時刻を合ねせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 
①「時 J ボタンを押して"午前6 : 00" にします。 


② r 分 J ボタンを巧して"午前6:1 5" にします。 



午前 


5 : 00 . 



午前 


b •• 


時計.タイマ -- 

時タイト I 


台せせ 


3. 必ず時計調節スイッチを r 通常 J 位置にちどしてぐださい。 

(時計は、時計調節スイッチを I * 通常 J 位置にちどした時点から動ま始め 
ます。） 


- - - -——……—で 一...^•..で•六下...-一：てて〜—,^,ご,.-; • 厂： . . . - : . V . :、 ... . 

参必ず時計調節スイッチが r 通常 J になつていることを確認してくだミい。 

♦30 敎な巧の停電であれば、再通重をお現在時刻を表泰レまずので時刻合ねぜの必要はあひま趕んが、：黄れがおな停 
電を、麟刻表おが0: 00を表おした場合は、時刻含ねせをおこななてくだき棘::; V た r ? ぷ：;巧磯 




1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 


■運乾時刻の合わせ方 



2. 時計調節の r 時 J • r 分 J ボタンを巧してタイマー点义時刻を合わせます。 
r 分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 
①[時」ポタンを巧して"午前6 : 00" にします。 



5:0日 


② r 分 J ボタンを巧して"午前6 : 30" にします。 


時仁） 
- 

5 

P 分^ 

r 

们 

1 


午前 


S：30 


これでタイマーセツト時刻が記憶されました。 


時計 • タイマー 



3. 必ず時計調節スイツチを r 通常 J 位置に右どして<ださい。これで時刻表 
示には現在時刻が表示されます。 


■タイマー運範方法 



1. 運乾スイッチを巧して fTJ にして<ださい。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温文は、义力に合わせてください。 

3. タイマーセットポタンを巧して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時刻が表示され、タイマー表ホ[表示時刻に運起します J が（燃焼中の場 
合は消义表示 r 消义します J も）点なし、タイマー運乾に入ります。 
(このとま、燃焼用送風機が、10分間運乾しますが異常ではあ0ません。） 


参タイマー運起中は表示部の表示はすべて暗<な0ますが異常ではち0ません。 


参タイマーセット時刻になるまでは、時刻表をにタイマーセット時刻とタイマー表示 r 表示時刻に運輯します J が表示 
され続けます 

•運乾中にタイマーセットポタンを巧すと、ストーブは呂動消义し、運転を停止します。 

♦タイマー運乾中は、節電のため、タイマーセット時刻表示の明るさ（輝度）が落ちます。 









5 .使用方法(使いち) 


■タイマー 運乾の解傑 


し Pi ' 

タィマ H ^が 


参タイマ—セツトボタンを巧します。タイマー表示が消•なし、時刻表示に現 
在時刻が表示され（時計動作コ□ン点滅)、タイマー運輯が解除されます。 
♦このままであれば点义表示[点火します J が点なし、自動的に運乾を開始 
します。運転を停止する場合は、運乾スイツチも r 切 J にしてください。 


午後/八 



■タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 


参タイ7—セツト時刻の確認 参現な時刻の確認 

• 時計調節スイッチを r タイマー合せ J に合わせます。 • 時計調節スイツチを[時計合せ J し□ねせます。 


時計 • タイマ— 



午前 广•コ n 

0 - Du 

時刻表示にタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 



参確認を、時計調節スイッチは、おず「通常 J 位置にちどして<ださい。 


m . つ n 
午後 / U - 

時刻表示に現在時刻が表 
巧されます。 


r 微風フつ 

P ンの使用ち法 . 

产 ，■— r •ザ… .iW -， i ' ■■ ご 、け ^ J ■….•て. ■ ■ .‘ム -.' こ. 

f ♦微温風が出ますので、お部屋を効果的し暖めます: 

、 --■一 - --一—^^-—— .- 一. …一 . ,•一.-—^^一 

-- 一…〜— -尸^—,-•一、-、…，，-一^-— ' .■，"可一が一…， — r 

0 '，去 •.巧-'、 Ti ： ド 主ご凶;：故な1 揽二適®^^、珪を盈し■愛盈 一 — 


■使用方法 



オーブンポケット灼の微風運おスイッチを r 連動 J 交は、 T 単独 J に合ねせてください。 
微風運おが開始されると微風吹出□から微風が出てまます。 

♦ 「連動 J に合わせるとストーブが運おし、予備燃焼が終了後微風ランプび点灯し、微 
風運転を開始します。 

• r 単独 J に合わせると微風ランプが点巧し、ス I ^ーブ運乾に関係な<微風運乾を開始 
します。微風ファン r 単独 J 運転中は、ス I ブ消义をち表示部の表示は消巧しませ 
ん。 

♦ r 切 J に合わせると微風ランプが消巧し、微風運転を停止します。 


運乾停止中ち時計を表示させたいとま 


、―严 口 ■ ,-1-,- 奇^一 • -.一.ご！*--- --- -一.*.一••一- 一--一-一 - - -一 A —-一一 

■現巧時刻を表示させる方法 



下記のち法により現巧時刻を表巧さ せることがで_き牵す ^„….… J 

①操作部のいずれかのボタンを巧し、現在時刻を表示させます。 
(現在時刻を表示している閒ま、この操作は必要ありません。） 

⑤時計調節スイッチを r 通常 J 位置に合わせて！■時 J ポタンを巧 
しなが5室温設定ポタン「高め J を巧します。 

参が上で、運乾停止中で右現在時刻が表示されるよろにな0ます。 
停電になった時は再度操作をおこなって<ださい。 







ス I ブにトラ三ルが発生すると、トラブルのが態が設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表示の巧容を、ストーブ左側面に E 日刷されたモニターサインー覧表、または 21〜22ペー ジ r 故障.異常 
の見分け方と処置ち法」をご覧のラえ、必要な処置をして<ださい。 


〈モニターサインー覧表> 



使用上のを意 


本書の r 特にミま意していただまたいこと（ま全のために麻ずお守〇<ださい) J の他に、次の項目についてちミま意して< 
ださい。 

•上面ガードは、地震などによ0可燃物が落下したときなどに义災を防止するためのちのです。やむをえず取0はず 
した場合は、がずちとの巧態に取0付けておいて<ださい。 

♦クリーニング店、美容院などの化学裝品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないで<だ 
さい。 

•雷が発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧がかかってち、過電圧防止装置が機器を保護するし<みに 
なっていますが、大きな雷（直撃雷など）の場をは、電モ部晶を損傷するおそれがあ0ますので、電源プラグをコ 
ンセントか5巧いてください。 




6 •ま全装置 


このス I -ーブには;欠のよ5な安全装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取0除かれてち再度点火操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

原因-作動結果 

処置方法 

巧震自動消义装置 
( If 引表示） 

• 強い地震や衝擊ををけたとま 

ク 

•モニターサイン巧31表お 
-自動のにミ皆义 

■ス1-ーブの周辺に異常がないか確認 
し、点义操作して<ださい。 

(巧震自動消义装置は作動後自動的に 
セットされます。） 

点义安全装置 

燃焼制御装置 

(フレー"ム□ツド） 

( E ，'席ぉ•が1表示 ） 

\ (途中消义）（不着义）ノ 

•点义 S スをしたとま 
•途中消义をしたとま 
•がが異常にルさいとま 

ク 

-モニターサイン LfJJ 表示または 
け？ 1表お 
-自動的に消义 

•曰常の点横•手入れ （16 〜19ページ 
参照）をしてから点义操作をして< 
ださい。 

♦なおち異常がある場合は、お買いま 
めの販売店にご相談<ださい。 

停電ま全装置 

1 f 7 表示 - f 弓1表示\ 

(30 歡な上）い秒叫 
\ \3〇砂ホ滿/ / 

•停電したとき 

•電源プラグが巧けたとき 

ク 

-通電後モニターサイン [I 了]表示ま 
たは |fg 1表巧 
-自動的に消义 

• | f 7 I の場合、時計などのセットを 
してか5、点义操作をして<ださい。 

• IfS I の場合、通電後点义操作をし 
て < ださい。 

• 電源プラグを確認して < ださい。 

過熱防止装置 

•安全サーモスタツト85で 

(| f 7| 表示） 

• 巧流用送風機のファンガードやスト 
ーブの前面がぶさがったとま 
•ス1-ーブの前面に庭害物などがある 
とき 

ク 

* 自動的に消义 

•ス1-ープが冷却された後モニターヴ 
イン Ifi 1表お 

•原因を取0除いてか5点义操作をし 
て < ださい。 

♦処置をしてち繰0返し作動するとき 
は、いつたん運転スイッチを押して 
「切 J にし、販売店に連絡して<ださ 
い。 






7 •その他の装置 


装置のを妳 

原因-作動結果 

処置ち法 

再点义安全装置 

•消火直後、再点义操作したとま 

ク 

-約2分間の冷却後でないとお义動作に 
入らない 

/ •約2分経過後、自動的に点义動作"！ 

1を開始します。 1 

排気管なけ檢知装置 
( f 引表示） 

♦ 排気管の接続部がはずれたとま 
• 排気管巧けお巧巧リード線がはずれ 
た0、断線したとさ 

ク 

•モニターサイン | f 5 1表示 
•ストーブの運提を停止 

• 給排気筒および排気管の接続部に、 
はずれ-ゆるみがないか確認して< 
ださい。 

• 排気管巧けお巧巧リード線のゆるみ 
または、はずれ-切れがないか確認 
して < ださい。 

苗恪気管巧け漏-蝴 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
(闊表示） 

• 回起数が異常に低下したとさ 

ク 

* モニターサイン1 fR 1表巧 
•ストーブの運転を停止 

• お買い巧めの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

週電流防止装置 
馈示部全消な） 

• 巧部酌線のショートによ0過巧流が 
流れたとま 

ク 

•電流ヒューズが切れ、すべての運乾 
を停止 

• お買い求めの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

機巧サー三スタ 
( If 日1表示） 

• 巧流用送風機が異常停止したとき 
• 対流用送風機のフアンガードやスト 
ーブの前面がふさがったとま 
•ス1-ーブの前面に障害物などがある 
とま 

ク 

* モニターサイン1 f 日1表示 
-自動的に消义 

•原因を取0おいてから点义操作をし 
て < ださい。 

• なおち異常がおる場合はお買い巧め 
の販売店にごキ目談 < ださい。 







点検•手入れは消义後、ポツトバーナが冷却してから、化ず電源プラグをコンセントか6抜いておこなって<ださい。 


I 应注意]電気部品の分解やお版品との交換样藏辄ご煤脯く焉拿い ご:.こ;;々^文:;^;夏 


:巧狠湖!お.ふ俗 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周圓の可燃物（使巧ごと） 

注意 I ストーブの周囲は、常に整理-掃除し、燃そやすいをのを置かないで<ださい。 


■ほこ0 •巧れ （使巧ごと） 

参ほこ0や巧れをそのままにしておまますと、油がしみた0して危おです。 
ス I -ーブはいつち清潔にしてご使用<ださい。 


■油ちれ•油のたま0 •油のにじみ（使巧ごと） 

♦置台*油タンクに油をれ-油のたま0や細のにじみがないか、とまどま点検して<ださい。 
又、給油の隐にこぼれた巧油は、よ<ふまとって<ださい。 


♦油ちれのある場合は、お異い巧めの販売店に修運をを li じそぐださむ V 




■ゴム製送油管の点横•交換の目ま（シーズンのネリめ） 

♦にを意]ゴム製送油管は、屋かで使巧しなりでください。 

屋がでの使用は禁止されています。 

•屋内でゴム製送油管を使用しているとまは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れがないか確認し、巧点のあるとまは 
交換して < ださい。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■ミをタンク（シーズンのネリめ、適時） 

•油タンク巧はがやごみがたま0やすいちのです。給油のとま、点検して<ださい。 

油タンク巧のか抜き及び掃徐は、油タンク付属の取扱説明書にがつておこなってください。 


■給緋気筒の接続部のゆるみ及びトップの周固（ちに 1 回程度） 

•給排気筒及び、トップの周囲に障害物が置いてないか、とまどま点検して<ださい。 

•給排気筒がつま0ますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必ず点検し、<ちが巣をつくった0異物び入 
った0しているとまは、必ず掃除して<ださい。 

•給排気筒及び、排気管の接続部がはずれたり、扫惊管抜け検巧巧リード線びはずれた0、断線していないか点検して 
<ださい。 

•給排気筒を一度取りはずして、再び取り巧けるとま、扫惊管の接続部内部にはめこんでちる0リングが破摸していな 
いか確かめて<ださい。 








■定油面器のストレーナの 掃除備時) C お買い求めの販売店に依頼して<ださい。_ 


♦定油面器には、ごみを除<ためのストレーナがついています。 

ごみがたまると、巧油の流れを巧ばて、十分な义力が出な<な0ます。 


次のぶろに掃除して<ださい。 







1. 油タンクの送油バルブを閉じてください。 

2. ストーブの前板を止めているねじ （5 本）をはずし、前板の下側を引き上 
げて、前に引いて取りはずしてください。 

3. 操作部を左図のよラに、①操作部の左側を少し弓陪上げて、②手前にまわ 
して、開いて< ださい。定油面器がみえてきます。 

4. ストレーナの掃除□に荷ネしなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを作0、そ 
の下に容器を置いてストレーナの止めねじをゆるめてはずして<ださい。 
定油面器の巧れたの油やごみが全部流れ出ます。 


5. ストレーナを取0出して、まれいなな油の中ですすぎ洗いをして<ださい。 
(水で洗わないで < ださい。） 


f 繼ド縫策め泌ぁね觀幽論み勸喔^鏡據麵瓣變讀 i 馨雜養萬! 
绿♦組喔れ胃し纖猜 toil 堤お逢的寮；;巧’ 苗. 瀑壤綾鬻篆寥攀 鶴む..葉. 拷1義^詞 


■巧流用送風機のフアンガードの掃除（週に 1 回 W 上) 



♦フアンガードがごみやほこ0で目づま〇すると、送風力が弱<な0排気温度が上 
昇する原因になります。（過熱防止装置（安全サーモスタット）または機巧ヴー 
ミスタの働まで運馬が停止する場合びあります。）次の要領でストーブ裏面の 
フアンガードの掃除をおこなって<ださい。 

1. 運乾を停止し、対流巧送風機が止まっていることを確認して<ださい。 

2. 掃除機などでフアンガードについたほこりを取り除いて<ださい。 


フアンガード 






8 •曰常の点検•手入れ 


■ポットバーナの掃除 ( お買い求めの販売店に依恥てください。 ) 

♦15 ご注意 1掃除は、ス I ^ープを消义させ巧分を却してから、おこなって<ださい。 

熱いが態でおこなろとやけどのおそれがあ0ます。 

参ポットパーナにすすがついてがのおが不揃いになったとまや、ポットバーナの底にすすやカスがたま0すぎて着火がお 
そ<なつたとまは、次のよろにしてすすを取〇瞭いて<ださい。 


燃焼筒ふた巧之 



1. 上面ガードをはずして4本のねじをはずし、燃焼筒ふた押えを取って< 
ださい。 

2. 燃焼筒ふたをはずして<ださい。 

3. スケルトンは中ふたに取り付いています。スケルトンをガラス円筒にあ 
てないよラにして、取0はずして<ださい。 


4. 燃焼リングをフレーム□ッドに当てないよラに注意してを図の方向に燃 
焼リングをまわし、取0だして<ださい。 


5. 点义ヒータ、点火ネットをいためないよラに、ポットパーナ内部のすす 
をドライパーなどでかま落としてから、巧などでふまとつて<ださい。 



ゾ 



スケルトン脚 
スケルトン 
燃焼 IJ ング 


6. 組立ての際、燃焼リングは、左図のよラに正し<確実に取0付けて<ださ 
い。 


i 諭ポットゾで^が燃焼がングぞ損傷しをまま巧用以ますを、‘燃焼が悪く潘 

k 辞明す。隔沿卜ち综幕が巧巧があ贿み夕け雜4 

;は新しいちめと交換しでくだざし)。 

痛义トパーホの巧換が、典熱買 W 索めの販责巧に终•ぶくださ IAp 






8 •曰常の点検•手入れ 


点検•手入れの必要項目、時期、ち法 


■反射板-ガラス円筒の掃陈備獻 

♦[1 ご注意 I 掃除は、ストーブを消义させ充分冷却してから、おこなつて<ださい。 

熱いが態でおこなろとやけどのおそれがち0ます。 

参反射板及びガラス円筒にほこ0がたま0ますと、反射効率が悪<なるばかりでなく危険ですので、次の要領で適時掃 



1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはずし左側にまねし 
て < ださい。 

2. ガラス円筒を割6ないよラにま意して、掃除機などそ内部のほ 
こ0をまれいに掃餘して<ださい。 

3. やわらかい布などで、反射板及びガラス円筒をきれいに巧いて 
<ださい。 

4. 掃除が終わ0ました5、ちとどお0にセットして<ださい。 


r 参前面ガ^ドは、まちんとおりがはてぐ;族 



■ガラス円筒巧部の掃餘備獻 广お買い求めの販売店に巧穎して<ださい。) 

♦ r ^ 意 1掃除は、ストーブを消义させ充分冷却してから、おこなつて < ださい。 

熱いが態でおこなろとやけどのおそれがあ0ます。 

参長期間の使用によ0ガラス円简がすすけることがあ0ます。 

ガラス円筒がすすけて炎が見えにくくなつたとまは、 18ページ 「ポット八"ーナの掃除 J の項にしたがい、スケルトン 
をはずしてガラス円筒を掃除して<ださい。 


♦力"ラス巧箇には< かをかけたひ、街巧を与えた0しないよろ注意してください。 \ 

廣违おやにガタスが徐々にすすけを場爸は、しばらくの間{約30分間)义力を大まくするごとたぶ〇窜すずを除去す 


翻が零議華癖銭!苗讀3111壞轉な截をが巧鑽纔. V 顯が赛纖 


片塊:. 




■点义ヒータ • 点义ネット • ノズルの点檢(シースンのネリめ) 買いをめの願風こ依頼にください。 ) 

♦点火ヒータや点义ネットにすすび付着しますと、赤熱が低下した0、油のひろが0が悪<な0、着义不良の原因にな 
0ます。 

♦ノ；0レの先端にすすが付着しますと、異常燃焼になったり、着义不良や消义時間が長くなる原因にな0ます。 

シーズンネ刃めにはがず点検して < ださい。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよろに注意しておこなラ必票があ0ますので、必ずお買い 
ずめの販売店に依頼して<ださい。 


■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点檢備獻 ( お買い求めの販売店に依頼して〈ださい。） 

•フレーム□ッドの先端にすすが付着した0、フレームロッドが変形すると、誤作動の原因にな0ます。 

すすの付着やフレームロツドの変形がある場合は、必ずお買い求めの販売店に点検-交換を依頼して<ださい。 


■地震などの災害が発生したとまの点検について 

•地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わつたときは、運乾前に必ず次の点検をおこなつて<ださい。 
•給排気筒まわ0のはずれ、ちれの確認 
-好油配管か5のちれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼して<ださい。 


mMB 




9 •定期点檢 


長期間ご使用にな0ますと、ストーブの点検が必雷です。 

2シーズンに1回程度、シーズシ終了をなどに点検を実施してください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
者【(お)日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±) 
など）のいる店までお問い合わせください。 






10 .故障•異常の見分け方と処置方法 



微風フアンが改障、端子びはずれてし)る 


ルームサーモ取碰置が讓し V 


停覃があった. (1 砂 L ツ上30砂未満) 


長時間停電があった（孤砂が並) 


フレ^ムロツ約こすすがる S こ付着した 


給排気筒接続部カリホずれている。すきまがある。 
耕気管抜け挨巧巧リード線端子接続のゆるみ 


油ちれび友る 


給排気筒トツプの巧端びおおねれてむる 


給排気筒のつまり 


燃焼リングの取り付けび悪い 


給排気筒工事不適当のため逆風現象がある 


対流用送風機のファシガー问こほこりがたまつた 


給排気筒の設置が基準通りでない。ち院管び長すぎる 


定ミ亩面器に水、ごみの目ヴま〇 


ゴム製を油管に空気だまりがある 


送油バルブび閱まつている 


強し1地農びあった。または、ストーブに衝磐をちえた 


電源プラグをコンセシトに差しこんでいない 


EO 


■使用中に異常があ0ました5、次表によ D 原因を調べて処置をして<ださい。 

参原因のわか6ないとまや、処置のむずかしいとさは、お買い求めの販売店、またはお近<のコ□ナお客 


■次のよ〇な現象は故障ではあ0ません。 

♦修理を依頼される前にちラー度お確かめ<ださい。 



炎が大き V ならない 


。舍災レない) 


蓋中消么 


(対誤作動) 


養似义缓 


S A 停電 ) 


Mi 


点义時•消乂時 



















































■■■■■■ 

mmmimm 

■■■■■ 

HHlIII 

nnlaHH 


■■■■ 

■■■■■■ 




様ご相談窓□にご連絡 < ださい。 


10.故障•異常の見分け方と処置方法 


青がの中に黄をいが(ホ义)が混じる。 

異常ではあ0ません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

か気溫が巧<なると、排気ガス中に含まれている化分が 
凝結して水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

な油ぎれの際、一瞬がが大ま < なつて消义する。 

異常ではあ0ません。 

タイマー運転中のとま、表を部の表示が暗い。 

待機時の消費電力節電のためです。異常ではあ0ません。 


※設定室温表示にモニターサインが表示されます。 


^調詳 j 卷鲜、 J 指装 
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ゴム製恣峰をおがみ献 
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燃焼時•その他 




















































r 11 •部品交換のしかた 


■部品交換のとまのを意 

iA ま M 1 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が必要の場合には、お買 
い求めの販売店又は、修理資格者（(財）曰本石油燃焼機器保守協会でおこな弓巧術管理講智 
会修了者（石油機器巧術管理±》など）のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 


疆議&譜 II 愛響觀!飄錢懸鑛さな編し国 

わめ事故の原因になります。 




消耗-劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


■長時間の使用によ0消耗 

-劣化しやすい部品 

■変質-不純な油の使巧によ0劣化しやすい部品 

•ポットバ ーナ 

♦点义ヒータ 

参 フレーム □ッド •ノズル 

参燃焼リング 

♦フレーム□ッド 

参電磁ポンプ 参定油面器 

参スケルトン 

•点乂ネット 



12 •保管 (長期間使巧しない場合) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検-手入れの項を参照し、次 
の要領で保管して<ださい。 

1 •電源 プラグをコンセントか5抜いて < ださい。 

参 I A ミま意 I 設置したままで保管する場るをがず、電源プラグは巧いて<ださい。 

2•油タンクのな油はすつか0出してください。 

参中にか分やごみを残したままにしておきますと、油タンクが腐食する原因になります。 

3. 定油面器の中のな烛を抜いてください。 

4. 塗装部分は、しめつた布で汚れを落としてから、か5ぶまして<ださい。 

5. 放熱器のサビなどがあるところをペーパーで磨ま r 補修用の塗料 J 側売） 

で塗装して<ださい。 

6•フアンガードのごみやほこ0を取〇餘いて < ださい。 

7•巧部のごみやほこ0を取0除いて < ださい。 


•傾けを0、轉倒しのが 態 そは 絶 細こ保管しないでください。 
♦r 取扱説明書 J • r 工事 説明書 J はだ 大切に保管レてください< 








13 .仕様 



型式の呼び 

FF-68PKG 獲本型が FF-68PK4) 

種 類 

ポット式-屋巧用-強制給が気お*強制対流お 

点 义ち式 

電気お义式 

使 用 燃 料 

灯油。旧1号巧油） 

燃料消費置 

最大 

0.768 L/h 

最ル 

0.198 L/h 

発熱量 
及び熱効率 

最大 

28.450 kJ/h 熱効率86.0% 

最ル 

7.330 kJ/h 熱効率78.2% 

暖房出力 

最大 

6.80 kW 

最ル 

1.59 kW 

熱効率 

最’高 

86.0% (目盛大のとさ） 

最低 

78.2% (目盛微かのとき） 

揉準適室 

温暖地 

木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート 39.5 m 2 (24 夏）まで 

寒冷地 

木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート 46.0 m 2 に8畳）まで 

かおて 

1 ■法 

高さ61 5 mm • 幅 748 mm • 奥巧 368 mm (置台を含む） 

質 m 

28 k 宫 

ち源巧在及び周波数 

100 V 50/60 H 2 

定巧消き覃力 

点义時 340/340 W • 最大燃焼時 29/26 W • 最大 600/600 W (点火お}期に短時間発生） 

待機時消費里力 

1.6 W 

給挑気筒の型式の呼び 

QU 4-4 

おが気筒の呼びを 

D 40 

拾が気筒の壁貧通部の孔径 

が 5 mm 

排，気涵 度 

260なソ下 

を.流-ヒ..ユ .一. ズ 

5 A .10 A 

安全 聲 置 

巧震自動消火装置*点火ま全装置-燃焼制御装置，停電を全装置-過熱防止装置 


再点义安全装置-過電流防止装置，排気管巧け検知装置-燃焼巧送風機異常お出装置-機巧サー5スタ 


置台1個、遮熱お1個、給餅気筒セット1組、スリーブ1個、本体固定を具2個、ゴム製送油管締付バンド2個 

摘を）•微風ファン運! 
•標準適室は、 

転時の消費電力は定格消費電力に 4/4 W 加算されます。 

社団法人-日本ガス石油機器工業会の算定基準によ 0 ます。 


































































14 •アフターサービス 


保話について 


與5 口ず巧巧スト片プには巧証書が: 3 W てりまず 
将話み扛化ず r お頁い並げ酷徽完店觀がが: 

:のぶうな原因による巧障及‘び、ま勘,こ苗ままレて 

變 liMm : 鶴賴纖毅難画鑛 i 

攤苗餐鑛雛総;'縣諭腑編料樓谋 

荀鐵 si 饒1起ぶ凌敎 li がま]！な''鄭 




•-.、.. :< c ... ...... む. 

裹薇窠护 






1|‘5す巧な每夕修掛こ関するご相談!ホ V を寫りよげみ販売店または、^この取扱説明書の巧ま瓶 

荒簿樣ご巧義黨固#県お廟が淑纔:;盛雜線論お带懿，滅蘇歸^義論—'：:〜'ご^鑛藥^巧 

li ^ il 麵戀顏纖讓麵 i 麵 i 麵讓麵臟黨 I ；黨黨議 g 懿 

藝麵 Miiii © 暖鋪雜禱纖馨觀誦;’讀戀赛漏議囊^^義軍變霄苗 
:議齡麵辕雜無逢纖鑛靖議養騎錢驚覃械^み姑 

難薇震霉議ミ 

•:立ちぅ心^^^ 觀旋 :. ..'.,.'.: v ... 卜:;'.，ベ心"-,;ふ'.:お;.:-,,心.、、—';'心 W .:. 山,... 二 ,な 

ぶ;.おがょ壁嘘塗嘘:遲適！ ii 禮1盛！鍵 il ; 趣難遵|@弓 J — :誦嫌！ 


巧.据え付け-移設 

据え付け-移設工事は販売店に依頼する 


据え付けや移設工事は賊売店または、据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


■ 


据え付け場所の選定及び標準据えがけ例 




据え付けについては、义災ぞ防ま例、電気設備に関する技術基準などまをの基準があ0ます。工事説明書（工事編）の 
r 特にを意していただまたいこと（安全のために必ずお守〇<ださい) J をお読みにな0、販売店及は据え付け業者とよ 
<ご相談して<ださい。また、 r 標準据え付け例 J については、下図を参照して<ださい。 








































15 .据え付け-移設 


♦テレビやラジオから ImJii 上離してください。 

♦側方障害物は、両側にあってもよいが給排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cm が上とってください。 

参前ちに踞や建物がある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上ちおよび両側方に気流を阻 
止する障害物がないよラにして<ださい。 


参給が気筒下面は地面か 520 cm な上離すよろにして<ださい。なお積雪地域では、給排気筒先端が雪でぶさがれるおそ 
れのない高さを確保して<ださい。 


"" \ ' f ぶを f 徑 I を輯5け^お•が油—巧担にんち^,マ巧呆ぉぉ~~^巧巧もぶ‘." ■ :'~: "7^ ~ 一 — — '— .. . - - -- 

.4 誦麵誦麵腸^^1無動 I 


給排気筒を延長する場さのを意 


参給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 ffi びりな下で取付けられる場所を選定してください。 


積雪地区しおける；主意 


♦積雪のるい地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でぶさがれないよラな取付場所を選定してくださ U 。 また、風がよどむ 
よろな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあ0ます。 


据え付け後の確認 


据え付けが終りりました5、ちラー度、工事説明書（工事編）の r 特にミ主意していただきたいこと像全のために必ずお守 
0< ださい) J をお読みにな0、工事説明害に記載されているとお0据え付け5れているかどラかを確認して < ださい。 


ホ— 

試運幸 S 


試運転は販売店又は据え付け業者とごいつしよに必ずおこなつて< ださい。 

■運乾準備 

♦ 12!^ミま意1 巧源ブラグをコンセントに巧の巧元まで確実に差しこんでください。 
♦油タンクに給油し、送油経路の空気なまをして<ださい。 

参送油経路やス I ブよ〇油われがないか確認して< ださい。 

•巧全装置をセツトして<ださい。 

〔定油面器リセットレパー（黒色）をを方向に止まるまで巧して<ださい。） 

参タイマー運転になっていませんか。 


■運乾 



厂 

自動 

手動义力調節 



微少ル中 大 


♦ 

•Him •■""■•■■"ル 

( 


00 ) 


1. 運乾スイツチを押して r 入 J にして<ださい。 

• 忆ま意 I 巧めてお使いになるとまは、耐熱塗料などが焼けて煙と臭い 
がでます。窓をあけて部屋の換気をして<ださい。 

参3〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼に切0かわ0ます 

2. 異常がなければ、火力調節つまれを r 微少\1〜 r 大 J に設定して<ださい。 
•がのが態は、青いがの中にい<5かの黄色いが（赤义）がまじってち異常で 

はあ0ません。 


■消乂の手順 



♦運乾スイツチを巧して r 切 J にして<ださい。 
r 消义します J の音靑と同時に、燃焼表示が消え、消义表巧「消义します J 
が点なします。 

燃焼室がを却すると燃焼用送風機、対流巧送風機が停止し、すべての表示が 
消なします。 


ザ賴挪辦雨•雨無前舌細京法 r 看新病視而— 

靡接期間の保管を、’再び設置する場合を階法転 J がぎ順にしたがい、教法短をおこなってくだミい。 


可 
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東京都:！じ区埋島 8-4-8 〒1 1 4-0003 

東を都化区藍 巧 8-4-8 于1 14-0003 

なり怖高お町1 -22-3 〒1 90-0011 
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王を市曲淵 3-2-1 5 
が漏巿東区江巧 1-6-41 
長巧巧大豆島5312 
巧本巧爸質大么ぉ原7852 

をお巧故西巧町 1-1-25 
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関東地区 


信越- 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


九州地区 
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京都巧快見区け旧段ノ ） 11原の70-1 〒目1 2-8414 

巧口巧西区巧吉5-132 テ651 -2 133 

彥根巧正を寺町南巧78 〒 522-0024 
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TEL (06)6380-2111 (代表） FAX (06)6386-7262 
TE しりが 6386 — 567 〇的表） FAX (06)6386*-5588 
TEL か 87)835- 1711的表 ） FAX か 87)835-0 160 
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TEL わ773た2_0827ミげ勤 FAX (0773)23-7592 
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TEL か 138)48— 6070的表) 
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FAX り 138)48—6080 
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于 890-0034 TEL わ 99)281-132 パげ表 ） FAX り日 9)281-1 252 
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東化地区 
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北海道地区 


沖縄地区 
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01107002 


あな-工場=を巧東新巧 7-7 デ日 55-8510 
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TEL め25日) 32 -21 11(大巧表） 
TEL (0257 に3-日175(化表） 
TEU 025 の 22-21 21(巧新 


株ぶ含な 


中国地区 


広 島 安 店広 巧 市巧巧南区が固 3-27- 20 
広島サービスじンター広島巿巧な南区巧園 3-27-20 
岡山営業所岡山巧辰己 35-1 03 
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お客様ご相談窓ロー覽表 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼くださし、。 

ご転居やご贈酱品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□じご相談く 
ださい。 . 

ち称、所在地、電話塞号は、変更する揚合か‘ありまずのでご3承ください。 


♦アフターサービスのお問い台ねせは下記へどラぞ 


コロナサービスセンター 

I 絲0120 - 919-302 

1た y (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 呂 0 - 9 が 332 


携帯要話‘ PH 5 寄からは 
最畜のサービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


化巧道-青森県.が:田県.岩手県のおぎ様は最まのサービス 
センターへ直接おかけ < ださい。 
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